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【履 歴】
１９４６年（昭和２１年）１０月２日に神奈川県厚木市に生まれる。小学校・中学校を厚木で過ごす。
１９６５年３月 早稲田大学高等学院卒業
１９６５年４月 早稲田大学第一政治経済学部経済学科入学
１９６９年３月 早稲田大学第一政治経済学部経済学科卒業
１９７０年４月 大阪市立大学大学院経済学研究科修士課程入学
１９７２年３月 大阪市立大学大学院経済学研究科修士課程修了
１９７２年４月 大阪市立大学大学院経済学研究科博士課程入学
１９７８年３月 大阪市立大学大学院経済学研究科博士課程満期退学
１９７６―９年 龍谷大学経済学部非常勤講師（経済原論他担当）
１９７６―８年 桃山学院大学経済学部非常勤講師（基礎ゼミ他担当）
１９７７―８年 関西大学経済学部非常勤講師（社会思想史担当）
１９８６年４月 専修大学北海道短期大学経済科助教授入職
１９９４年４月 専修大学北海道短期大学経済科教授
１９９４年９月 経済学博士（大阪市立大学）の授与
２０１２年３月 専修大学北海道短期大学経済科教授退職
２０１２年４月 専修大学経済学部教授入職
【業 績】
【単著】
『カウツキー研究―民族と分権―』昭和堂 １９９３年７月
『経済学の基礎理論』電子開発学園出版局 １９９６年４月
『経済原論入門』ナカニシヤ出版 １９９９年４月
『言語としての民族―カウツキーと民族問題―』御茶の水書房 ２００２年２月
『ゲゼル研究―シルビオ・ゲゼルと自然的経済秩序―』ぱる出版 ２０１４年３月
【共編著】
黒滝正昭・相田愼一・太田仁樹編著『ポスト・マルクス研究―多様な対案の探求―』ぱる出版 ２００９年４月
【共著】
「初期帝国主義段階のマルクス経済学」古沢友吉編『講座経済学史―マルクス経済学の発展―』同文館 １９９７
年４月
「マルクス経済学の発展」佐藤金三郎編『基礎経済学体系２・マルクス経済学の基礎』青林書院新社 １９８０年
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６月
「ドイツ第二帝制とカール・カウツキーの政策思想―『通商政策と社会民主党』（１９０１）を中心に―」田村信一
他編『ドイツ国民経済の史的研究－フリードリヒ・リストからマックス・ヴェーバーへ―』御茶ノ水書房
１９８５年１１月
「カウツキーの『分権主義』思想と民族理論」『経済学の射程―伝統と現在―』ミネルヴァ書房 １９９３年４月
「カウツキー」『民族問題―現代のアポリア―』ナカニシヤ出版 １９９７年４月
【事典】
『世界民族問題事典』（平凡社）の「カウツキー」「ドイツ社会民主党」などの項目の執筆 １９９５年９月
『新マルクス学事典』（弘文堂）の「カール・カウツキー」「ルイーゼ・カウツキー」「エドアルド・ベルンシュ
タイン」などの項目の執筆 ２０００年６月
『経済思想史辞典』（丸善）の「カール・カウツキー」の項目の執筆 ２０００年６月
『国際政治辞典』（弘文堂）の「カール・カウツキー」の項目の執筆 ２００５年１２月
【訳書】
カウツキー『マルクスの経済学説』丘書房 １９９９年３月
オットー・バウアー『民族問題と社会民主主義』（共訳）御茶ノ水書房 ２００１年７月
『カウツキー・レンナー・ゲゼルの『資本論』の読み方』ぱる出版 ２００６年４月
シルビオ・ゲゼル『自由地と自由貨幣による自然的経済秩序』ぱる出版 ２００７年５月
シルビオ・ゲゼル『シルビオ・ゲゼル著作集―貨幣改革論からアナーキズムへ―』ぱる出版 ２０１７年３月（出
版予定）
【学術論文】
「カウツキー帝国主義論の展開過程」（修士論文）大阪市立大学 １９７０年３月
「カウツキーと帝国主義認識―植民政策論を中心にして―」『経済学雑誌』第６９巻 第３号 １９７３年３月
「帝国主義論研究の現状」『経済学史学会年報』第１８号 １９８０年
「カウツキーのドイツ第二帝政観―『帝国の状態』（１９０７）を中心に―」『専修大学北海道短期大学紀要』第２０
号 １９８７年１２月
「ドイツ社会民主党と『生産の社会化』論―１９００年マインツ党大会における国内通商政策＝『鉄道の帝国委譲』
問題をめぐる論争との関連を中心にして―」『専修大学北海道短期大学紀要』第２２号 １９８９年１２月
「カウツキーの民族理論―『民族性と国際性』（１９０８年）を中心に―」『立教経済学研究』第４４巻３号 １９９１年
「第二帝政期ドイツ社会民主党の社会的構成」『専修大学北海道短期大学紀要』第２５号 １９９２年
「第二帝政期ドイツ社会民主党の社会的構成をめぐる論争（１９０５－０６年）」『専修大学北海道短期大学環境科学
研究所報告』第４号 １９９５年
「エンゲルスとカウツキー―民族問題把握を中心に―」『月刊フォーラム』１９９５年８月号
「カウツキー民族理論の基本的特質―ユダヤ人ブントの『文化的民族自治』論との関連を射程にして―」『専修
経済学論集』第３２巻第３号 １９９３年３月
「カウツキーのユダヤ人規定をめぐって」『大阪市立大学・経済学雑誌』第１００巻第３号 １９９９年１２月
「ユダヤ人問題と社会主義―カウツキー・バウアー・東欧のユダヤ人社会主義者たち―」『専修大学北海道短期
228
大学環境科学研究所報告』第５号 １９９６年
「シルビオ・ゲゼルの貨幣＝利子理論―『自由地と自由貨幣による自然的経済秩序』第四版（１９２０年）を中心
に―」『専修大学北海道短期大学紀要』 第３３号 ２０００年１２月
「S．ゲゼルの『基礎利子』論」『奈良産業大学・産業と経済』第１５巻第４号 ２００１年３月
「カウツキー、民族問題そしてゲゼル―私の研究の歩み―」『社会理論研究』 第７号 ２００６年１１月
「シルビオ・ゲゼルの反戦平和思想（上）」『季刊軍縮地球市民』第８号 ２００７年４月
「シルビオ・ゲゼルの反戦平和思想（下）」『季刊軍縮地球市民』第９号 ２００７年７月
「ゲゼルのアナーキズム思想」『自由経済研究』第３３号 ２００９年１月
「ゲゼルとアナーキズム思想―経済改革論と『国家の漸進的解体』論との関連を中心に―」『マルクス・エンゲ
ルス・マルクス主義研究』第５０号 ２００９年１月
【その他】
書評「田村信一著『ドイツ経済政策思想史研究』（未来社）」『土地制度史学』第２８巻第３号 １９８６年４月
翻訳「カール・カウツキー：通商政策要網（１９０２）」『専修大学北海道短期大学紀要』第２１号 １９８８年１２月
翻訳「アデルハイド・ザルデルン：誰が SPDに入党したのか。―ヴィルヘルム時代の党員構成の分析試論―」
『専修大学北海道短期大学紀要』第２６号 １９９３年３月
書評「保住敏彦著『ドイツ社会主義の政治経済思想』（法律文化社）」『社会経済史学』第６０巻第４号 １９９４年
１１月
書評「上条勇著『民族と民族問題の社会思想史』（梓出版社）」『経済学史学会年報』第３３号 １９９５年１０月
書評「山本左門著『ドイツ社会民主党・日常活動史』（北大図書刊行会）」『社会経済史学』第６２巻第２号 １９９６
年８月
翻訳「カウツキー：民族（Nationalitaet），国民（Nation），人民（Volk）（１９１８年）」『専修大学北海道短期大学
紀要』第３２号 １９９９年１２月
翻訳「ジャック・ジェイコブス：マルクス主義と反セム主義―カウツキーの見解―」『専修大学北海道短期大
学紀要』第３２号 １９９９年１２月
翻訳「シルビオ・ゲゼル：貨幣論（あるべき貨幣と可能な貨幣）（１９１１年）」『専修大学北海道短期大学紀要』
第３３号 ２０００年１２月
書評「田中ひかる著『ドイツ・アナーキズムの成立―フライハイト派とその思想―』（御茶の水書房）」『歴史
と経済』第１８０号 ２００３年７月
翻訳「M. マイヤーズ：C. H. ダグラスと信用の社会化」（上）『自由経済研究』第３１号 ２００８年１月
翻訳「ゼンフト：経済理論史におけるゲゼルの『自由地と自由貨幣による自然的経済秩序』」『自由経済研究』
第３２号 ２００８年７月
翻訳 「M. マイヤーズ：C. H. ダグラスと信用の社会化」（下）『自由経済研究』第３２号 ２００８年７月
書評「寺出道雄著『知の前衛たち―近代日本におけるマルクス主義の衝撃』（ミネルヴァ書房）」『日本経済思
想史研究』第９号 ２００９年６月
翻訳「ゲゼルの国家の漸進的解体論」『自由経済研究』第３５号 ２０１０年６月
書評「黒滝正昭著『私の社会思想史―マルクス、ゴットシャルヒ、宇野弘蔵等との学問的対話―』（成文社）」
『社会思想史研究』第３４号 ２０１０年９月
書評「小林純著『ヴェーバー経済社会学への接近』（日本経済評論社）」『社会経済史学』第７６巻 第２号 ２０１１
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年２月
翻訳「ゲゼル：社会国家に架橋するものとしての貨幣改革（１８９１年）」『自由経済研究』 第３８号 ２０１３年８月
翻訳「ゲゼル：貨幣の国営化―貨幣改革のための続編第二部（１８９２年）」（上）『専修経済学論集』第１１６号 ２０１３
年１１月
翻訳「ゲゼル：事態の本質―貨幣改革論の続編（１８９１年）」（上）『自由経済研究』第３９号 ２０１４年６月
翻訳「ゲゼル：貨幣の国営化―貨幣改革のための続編第二部（１８９２年）」（下）『専修経済学論集』第１１８号 ２０１４
年７月
翻訳「ゲゼル：事態の本質―貨幣改革論の続編（１８９１年）」（下）『自由経済研究』第４０号 ２０１４年１１月
翻訳「ゲゼル：アルゼンチンの通貨制度―その利点と改善点―（１８９３年）」（上）『自由経済研究』第４１号 ２０１５
年５月
翻訳「ゲゼル：アルゼンチンの通貨制度―その利点と改善点―（１８９３年）」（下）『自由経済研究』第４２号 ２０１５
年１０月
翻訳「ゲゼル：斬新的に解体された国家（１９２７年）」（上）『自由経済研究』第４３号 ２０１６年６月
翻訳「バルチュ：シルビオ・ゲゼル派の NOW運動史（１９９４年）」『自由経済研究』第４３号 ２０１６年６月
翻訳「ゲゼル：斬新的に解体された国家（１９２７年）」（中）『自由経済研究』第４４号 ２０１６年１１月
研究ノート「新しいマルクス経済学の教科書プラン」（吉田雅明との共著）専修大学社会科学研究所『社会科
学年報』第５１号 ２０１７年３月
翻訳「ゲゼル：斬新的に解体された国家」（下）『自由経済研究』第４５号 ２０１７年６月
【学会発表】
経済学史学会の共通論題の発表「カウツキー帝国主義論の展開過程」１９７３年１１月
経済学史学会の自由論題の発表「カウツキーの経済政策思想」１９８５年１１月
経済学史学会の自由論題の発表「ドイツ・マルクス主義派の「国民経済」観」１９８９年１１月
経済学史学会の自由論題の発表「「忘れられていた」もうひとつの経済学―シルビオ・ゲゼルの急進的な草の
根自由主義の経済理論」２００２年１０月
社会思想史学会の自由論題の報告「ゲゼルとアナーキズム思想―経済改革論と「国家の漸進的解体」論との関
連を中心に―」２００８年６月
【学会活動】
１９７２年―現在 経済史学会会員
１９８４年―現在 土地制度史学会会員
１９９４年―現在 社会思想史学会会員
１９９８年―現在 経済理論学会会員
１９８６年―現在 ドイツ資本主義研究会会員（幹事）
１９８８年―現在 ポスト・マルクス主義研究会会員（事務局幹事）
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